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令和４年度ｅ－とくしま推進会議  議事概要 

 

Ⅰ．日時、場所 

日時 令和５年３月２０日（月） 午前１０時３０分から午前１１時５５分まで 

場所 県庁１０階大会議室（オンライン併用） 

 

Ⅱ．委員名簿 

    別紙のとおり 

 

Ⅲ．配布資料 

  別紙のとおり 

 

Ⅳ．議事概要 

 

１．開会 

 

２．勝野副知事あいさつ 

 

３．丸山会長あいさつ 

 

４．議事 

（１）事務局説明 

   「議事（１）デジタルとくしま推進プランの進捗状況について」 

   「議事（２）令和５年度のＤＸ施策について」 

 

（２）意見交換 

＜丸山会長＞ 

・それでは、ただいま事務局から説明のあった２点について、また、２点に限らず、プ

ロジェクト全体について御意見、御提言を頂きたいと思います。 

 

＜委員＞ 

・１６にも及びますプロジェクトのそれぞれが時代の流れを捉え、ＤＸを的確に捉えて

いる成果が表れているということで評価ができる内容だと思います。デジタルの強み

というのは、まさに分野の垣根を越えて何にでも関わって、例外なく何にでも生かし

ていけるものだと再確認しました。そこで、さらに感じたことをコメントとして述べ

させていただきたいと思います。 

・まずＳｏｃｉｅｔｙ ５．０実装というところでございますけれども、情報通信基盤と

サービス拠点、ｅスポーツと、アニメの聖地徳島に新たな活動拠点をということで、
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とくぎんトモニプラザが徳島駅前に、昨年９月にオープンされました、ｅスポーツと

か映画祭とかいろいろなイベントをはじめ、若者が興味を持つ様々な情報発信に活用

されているところですけれども、実は、その１か月ほど前に四国大学でもＴＡＧ－Ｒ

Ｉ－ＢＡスタジオをオープンしております。そこでは、先月も徳島若者回帰アンバサ

ダー、これがそこを通じて放送されましたけれども、大学も大いに活用いただいて、

県との連携の中で、若者向けのいろいろな情報が発信できるように考えていただくの

も１つかなというふうに思います。 

・それから、ドローンの利活用というところがあちこちに見られます。ドローンという

のは、運搬とか点検以外にも、スマート農業、水産業とか、また森林評価ということ

で、ここには載っていましたけれども、その効率化とか、いろいろなところでこれか

らもかなり期待されるところです。それで、エンタメとか、あるいは通信インフラに

も使えるというところで、昨年末からは国家資格がスタートしております。レベル４

というのはこれまでは民間では手が出せないところの領域でしたが、可能になったと

いうことであり、今後の発展が計り知れないというふうに思われます。朝ドラでもタ

イムリーに話が出ておりますけれども、ドローンというのは、徳島県のような、特に

過疎化の著しい山間部の生活を支える希望となる可能性が高いので、徳島県が活用先

進県となることはもとより、それを利用できる人材の育成というのが急がれると思い

ます。大いにですね、こういったドローンの国家資格も含めたドローン活用人材の育

成を図っていく必要があると感じています。 

・それと、もう１点。とくしま４Ｋ＋ＮＥＸＴ～４Ｋ・ＶＲ徳島映画祭～という、クリ

エイティブのプロジェクトですけれども、こちらの方は、複合イベントとして発展と

書かれております。いろいろな活用方法がこの４Ｋ映画祭を通じて行われたと思われ

るんですけれども、ちょうど同時に、昨年はその一環だと思いますけれども、鳴門の

アミノバリューホールで開催されましたソーシャルフットボール全国大会、四国大学

の学生が実は３０名集まって２面のコートで同時開催したものを、コラボ企画という

ことで、カメラ６台をスイッチングするという本格的なライブ中継を行いました。こ

れは徳島県精神保健福祉協会とも一緒にやらせていただいたんですが、２日間にわた

ってライブ配信を行いました。クリエイティブだけではなくて、このような、情報を

的確に届けられるあるいは伝えられる人材の育成も、今後県と大学とが連携していく

取組として広げていけたらいいかなと思っています。以上でございます。 

 

＜事務局＞ 

・デジタルとくしま推進課でございます。四国大学の皆さまには、いろいろ人材育成で

ありますとか、情報発信で御協力を頂いております。ありがとうございます。県とし

ても、人材育成の観点においても、大学の皆さまにも御協力御支援を頂いて、しっか

りとデジタル化を進める人材を育成してまいりたいと考えておりますので、ぜひ御指
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導いただければと思います。 

・もう１点、ドローンにつきまして、県の方でも推進体制も作っており、国の方では５

Ｇを活用したドローンからの情報発信ということで、いろいろ議論が進められており

ます。ちょうど県内でも河川区域など、災害の関係で５Ｇの基地局、ローカル５Ｇの

基地局を立てている箇所もございますので、例えばそういったところからドローンを

活用して、災害時の救助支援といった観点から映像発信でありますとか、情報連携で

きないかといった取組も来年度予定をしております。そういったところでしっかりと

取り組んでまいりたいと考えております。以上でございます。 

 

＜委員＞ 

・私の方は１点、確認したいことがありまして、建設業であったり、農林水産業であっ

たり、ものづくり企業ということで、ある程度業種を絞った支援の方が広がっている

かと思うんですけども、特にものづくり支援のところであれば、規模感というのはか

なりあろうかと思うんですけれども、そのあたり、大企業さんから入って、大企業さ

んで良い成果などが現れたときに、中小企業向けに波及効果があるような支援策と言

いますか、そのあたりをお尋ねしたいと思ったんですけれどもいかがでしょうか。 

 

＜県土整備部＞ 

・ＩＣＴを活用した建設工事ということで、確かにですね、委員がおっしゃられたよう

に、特に中小企業と小規模企業向けについては知識不足であったり、設備とか、そう

いった技術的、経済的な課題があるということで、建設業の団体から早期の推進とい

うのが心配という意見を頂いておるところでございます。そのため、県内企業を対象

にＩＣＴの活用方法の普及を目的として現場の見学会を実施したり、試行的な要綱を

策定いたしまして、県工事の発注において受注者の規模において施工できる体制とい

うのを現在整えているところでございます。以上でございます。 

 

＜委員＞ 

・様々な成果が年々着実に上がってきて、例えばインターネットの普及率であるとか、

その他デジタル作品の応募数など、最初の成果の方は、年々数値は上がってきている

ので、次はその内容に目を向けていくことになるのではないかというふうに思ってい

ます。私、大学にいるんですけれども、エンドユーザーとしては、若者はもう取り残

されていないと思うんですね。それで、今はチャットＧＰＴであるとか、スマホのＯ

ＣＲ機能を使って何でもできる。今大学で苦慮しているのは学生のレポート作成であ

るとか、要約であるとか、そういうことに、そういうものを正しく利用していくとい

うことがもう簡単にできてしまうので、教育としては、次はどういうふうに、正しく

安全に活用していくかということをきちんと見守っていかなければいけない、また考
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えていかなければいけないのではないかと。使える人材じゃなくて、今後は内容に目

を向けていくということが、大学の方で実際に課題になっています。 

・それと、デジタル人材の育成ですけれども、オープンデータとかＡＩを活用して、デ

ータサイエンス力を持った人材が、今後はどういうふうに使って地域課題解決してい

くのかということで、考えて、理論的に組み立てて、それを実践していくという人材

というのは文系理系に関わらず、学生のときに教育をしていかなければいけないので

はないかということが、教育現場としては今喫緊の課題となっているので、またその

ことを皆さんも心に留めておいていただきたいなと考えています。今ちょうど後期の

試験があって、大学でもそれでレポート提出とか、そういうときに、そのようなもの

が実際に簡単に利用できるようになってきているので、全体としてそれを考えていか

ないといけないという問題が、この間も起こっていたので、お話をさせていただきま

した。 

 

＜事務局＞ 

・デジタルとくしま推進課でございます。人材育成の観点から、お答えをさせていただ

きます。本県でも、様々な方がデジタルを利用できる状況が増えているということで、

それをサポートしていくための人材が非常に重要であると考えております。それで今

現在、県の方で中心に取り組んでおりますのは、特に高齢者の方とか障がいのある方

をサポートする人材の育成ということです。その中で、学生さんを中心に若い方にも

参加を頂いて、デジタル人材バンクに登録いただくデジタル支援員ということで、大

学生の方にも参加を頂いて、教える側に立っていただく。教える側の立場から参加い

ただくことによって、デジタル利用のスキルアップでありますとか、利活用の範囲の

拡大といったものを図っていただけるものと考えており、今後も引き続き若い方に参

加をお願いしておるところでございます。 

・もう１点、オープンデータ、ＡＩ等のデジタルデータの利活用を実践していく人材と

いうことで、県の方でもＥＢＰＭとして、エビデンスを活用した政策立案というとこ

ろにも取り組んでおりまして、この中でデータの利活用ができる人材の育成も進めて

いるところでございます。データ利活用の取組は、まだまだ緒に就いたところでござ

いますので、しっかりと取組を広げてまいりたいと考えております。以上です。 

 

＜委員＞ 

・私は安全安心な暮らしを守るという点について意見を述べさせていただきます。徳島

県は南海トラフ巨大地震で甚大な被害を受けることが想定されております。先だって

私どもの方の番組でドラマで描いたんですが、半割れという事象が起きた場合は２回

にわたって巨大な津波に襲われます。そうした情報を１人１人が受け取って命を守る

行動をしなければ、なかなか被害者の数は減らせないということがあります。せっか
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くすばらしいデジタルのツール・ハード面を整えていらっしゃいますので、日頃から

できるだけそうした防災減災の情報を１人１人に届けるという方にも注力していただ

けたらと思っております。すだちくんメール及び徳島県公式ＬＩＮＥの登録者数５万

人前後ということで、年間３０００人ずつ増やされるという御計画ですが、より多く

できないのかという点ですとか、日頃の情報の内容ですね。恐らく防災減災の担当部

局は別におありになるかと思うんですが、連携を強化していただいて、せっかくのツ

ールを活用していただければと思います。 

 

＜事務局＞ 

・事務局から回答させていただきます。情報を、県民１人１人に届ける重要性について

お話を頂きました。県でも、様々な手段を通じて、県民の方に安全安心のための情報

を届ける取組を進めておるところでございます。危機管理環境部を中心に情報発信の

取組をしておりますし、県土整備部の方でも、県のローカル５Ｇの情報ネットワーク

や高速回線を活用して、主に河川監視カメラの情報を夜中でも映るような高精細カメ

ラを県内各地に配備して発信し、県民の方の避難に活用していただくといった取組も

広げております。県庁一丸となって、防災、安全安心の観点から情報発信を進めてま

いりたいと考えております。以上です。 

 

＜委員＞ 

・いざというときに使うには、普段から使わないとなかなかそこに行き着かないところ

もありますので、ぜひ平時にも情報発信をしていただければと思います。 

 

＜委員＞ 

・今回も資料を事前に送付いただきましてありがとうございます。非常に分かりやすく

まとめていただいて、よく理解できました。私からはデジタルとくしま推進プランに

ついて３点と、ＤＸについてコメントをさせていただきます。 

・１つ目は７番のとくしまサテライトオフィスプロジェクトでございます。進出企業数

が目標を大変上回って二重丸になっているということで、いろいろな県がこういうこ

とを進めておりますけれども、徳島県の取組に非常に敬意を表したいと思います。そ

の課題とアクションの中に気になることが１つございまして、進出企業と自治体・県

内企業とのビジネスマッチングイベントというものがございます。その課題が雇用促

進と事業拡大ということで、県内企業というのが、県内のＩＴ企業を指しているのか、

また一般の企業なのかわかりませんけれども、徳島県情報産業協会の会員企業はサテ

ライトオフィス進出企業との交流が非常に少ないことは認識をしております。それで、

我々県内ＩＴ企業の雇用は非常に厳しい環境にあるわけで、人材も限りがあるわけで

ございますので、ぜひともこのあたりは充分に配慮していただきたいとこのように思
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っております。 

・２つ目ですけれども、１１番の学校教育プロジェクト。ＧＩＧＡスクールでございま

す。当協会といたしましては、ｅ－とくしま推進財団、それに県教育委員会の３者で

ＭＯＵを締結いたしまして、ＧＩＧＡスクールに協力をさせていただくということを

今やっておるわけでございまして、この前も小中高等学校、特別支援学校を視察させ

ていただきまして、現場の先生方とお話をさせていただきました。その中で、先生方

一生懸命取り組んでおられますが、やっぱり慣れないこともあって、大変支援を求め

られておるところでございます。令和５年度の取組予定に、サポート体制の強化、専

門人材の配置がございまして、まさにこれを今後とも充分に進めていただきたいと思

います。やはりここ数年ぐらいが、非常に支援が必要なのかなと思っています。ある

程度したら、先生も慣れてきて、支援も必要なくなってくると思いますけれども、こ

こ数年の支援が非常に重要になってくると思います。それからデジタル人材の育成に

もありますけれども、プログラミングやキャリア教育、こういう出前授業について我々

も支援していく予定でございますけれども、大学生にも大いに協力を頂いて、活用を

広めていただければと、このように思っております。 

・それから３つ目が１３番のデジタルデバイドの対策でございます。このプロジェクト

の表題に誰一人取り残されないデジタル社会の実現とあります。これは、さきほどか

らもお話が出ておりますけれども、やはりデジタルが使えないとこれが実現できない

ということで特に高齢者の利活用を支援することが非常に重要なポイントになると思

います。私が今から喋りたい思いというのが、この中の課題とアクションにすべて含

まれていると思います。ぜひこれを進めていただきたいと、このように思います。そ

してシルバー大学校あるいは同大学院の卒業生の皆さん方にも、ＧＩＧＡスクールや

高齢者の研修に活動することを、ぜひ進めていただければと、このように思います。

そして令和５年度のＤＸ施策についてでございますけれども、これも非常にすばらし

い取組内容でございまして、すべてにおいて実現に向け少しずつ進んでいると実感し

ております。 

・しかし１つ気になるとすれば、小規模企業事業者へのＤＸ対策でございます。小規模

企業はＩＴ化の進んでいないところが非常に多いと、このように聞いております。た

だ残念ながら、私ども情報産業協会の会員企業は、この規模を顧客の対象としていな

いというところになります。こういうところは今後、企業間取引等でデジタル化が進

んできますと、ＤＸされてないと排除される可能性も出てくるわけでございます。ぜ

ひ小規模企業向けのＤＸ化というよりかＩＴ化ですね、この辺も対策のひとつとして

入れていただければと、このように思います。小規模企業のＤＸ対策はそう高いレベ

ルの技術者を必要としませんので、学生さんやシルバー大学校の卒業生も大いに活用

していただいて、対策を立てていただければと思います。 

・最後になりますけれども、私資料を見落としているかもわかりませんけれども、デジ
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タルとくしま推進プランやＤＸを進めていきますと、どうしてもセキュリティ対策が

やはり重要なポイントになってきます。セキュリティ技術者の育成であるとか、また、

徳島県と一緒になって、我々情報産業協会や県警とか、いろいろなところと連携をし

まして、セキュリティのコミュニティみたいなもの、気軽に相談できる組織を立ち上

げていただければと思います。以上でございます。 

 

＜政策創造部＞ 

・サテライトオフィスの方につきましては、令和４年度の見込みで実績としては１０１

社が進出しておりまして、現在２００名を超える地元雇用という状況でございます。

全国でサテライトオフィスがどんどん進出していって、コロナ禍ということもあって、

様々な働き方がサテライトオフィスでできるということで、徳島が全国トップレベル

で今進んでいる状況でございます。その中で本県としましては、数というものにとら

われず、質というものにつきましても、これから大きく見直していかなければいけな

いのかなという形で考えてございます。その中でマッチングイベントであったり、そ

ういう地元雇用のあたりについても、さきほど委員からもありましたように地元への

密着というような形に、これから注力をしていきながら進めていきたいと思っていま

す。４月になりましたら、サテライトオフィスに最初に進出して来られました企業様

が地元の方と一緒になって１９年ぶり、国内５８校目の新設の神山まるごと高専とい

う形で動きも出ておりますので、そういった動きも踏まえながら、これは一例ですけ

れども、もう少しメッシュをきめ細かくしながら地元の企業様とのマッチングであり

ましたり、そういった御意見も踏まえながら、来年度進めていければと思います。 

・あと関連ですけども、デジタルデバイド対策につきましても御意見いただきました。

当部に県立総合大学校本部という生涯学習の機関がございますが、そちらの方でも、

まなびーあ徳島ということで、生涯学習の機会を提供している中で、ｅ－とくしま推

進財団様に協力いただきまして、高齢者の方へのデジタルデバイド対策ということで、

スマホの実践講座を開催しておりまして、こちらが非常に参加者の方から、高評価が

あって引き続き開催してほしいというお声もありましたので、この機会をお借りして、

御紹介させていただきます。以上でございます。 

 

＜商工労働観光部＞ 

・商工政策課でございます。とくしま産業振興機構に、県の方でとくしまＤＸ推進セン

ターを設けておりまして、そちらの方でＤＸの普及、大きなものから小さなものまで

いろいろあるかと思うんですけれども、相談に乗ったり、支援をしたり進めておりま

す。あとテレワークなどでもＩＴ企業さんの方にサポーターズ企業さんとなっていた

だいたりと、連携も進めているところでございます。なかなかこうＤＸといっても、

小さい企業さんは、何から始めていいのかというところもあるかと思いますけれども、
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県内企業さんと連携を図りながら、普及啓発を進めてまいりたいと思っております。

ありがとうございます。 

 

＜委員＞ 

・私の方からは、２点お話をさせていただけたらなと思っております。１３番目のデジ

タルデバイド対策、さきの委員とも重なるんですけれども、デジタル人材バンクのと

ころですね。デジタル人材を育成した後はどうなるのかっていうのが気になっていま

す。やはり委員もおっしゃっているように自治体さんが育成していただいている人材

を、いかに民間の方の現場でお仕事として、やっぱりマネタイズの部分であったり、

デジタルを知っている人からもう一歩先に踏み込んだようなお話が聞けたらなと思っ

ております。働き方改革から徳島県のテレワーク推進ですとか、様々な取組をされて

いるっていうのは非常にわかりやすく、資料でも拝見したんですけれども、その先は

どうなるのかなと思いまして。やっぱり行政改革などで２０３０年からもっとダウン

サイジングとか迫られてきたり、また、ＡＩ、ビッグデータなどで、デジタルのもっ

と先の人材が必要になったときに、やはり人材が取り合いになっちゃうんじゃないか

なっていうところと。ＤＸも細かなＤＸから、大きなＤＸまであると思っていて、現

場で感じているのは、例えばインボイス制度などで大きな税制的な変革が伴うときに、

サポート、補助金はもちろんですけれども、人材が欲しい、オンラインで仕事ができ

る人材が欲しいという声もやはり聞こえて参りますので、そこの出口戦略のところ、

お話があれば聞かせていただきたいなと思いますのが１点です。 

・２点目なんですけれども、私事になるんですけれども、１０年前からテレワークとい

う形で、徳島だけでなくて東京とかでもですね、オンラインにつないでＳａａＳとか

ＰａａＳとかサイボウズだとか、いろいろクラウドのソフトを使って作業しているん

ですけれども、やっぱり徳島めちゃめちゃ速いんですね。回線の不安がない高速なイ

ンターネット環境があります。この先意見になるのかわからないですけど、ＤＸ推進

がここまで叫ばれている中で、県庁職員の皆さんのパソコンが遅かったり、ネットワ

ークが難しかったりと聞きます。もちろんセキュリティを甘くしてくださいというの

ではなくて、皆さんがもっとお仕事しやすいような、何て言うか業務効率を上げて確

実に最適な方法で、もちろんコストがかかるので、予算の問題もあるんですけれども。

これは意見としてお伝えさせていただきます。以上です。 

 

＜ｅ－とくしま推進財団＞ 

・当財団では、デジタル支援員を育成して、人材バンクにつきましては、とくしまデジ

タル人材育成プラットフォームを設置しまして、養成させていただいた人材をバンク

に登録させていただきまして、そして、市町村とか公的団体、あるいは企業の方のオ

ファーを受けまして、それで行っていただいていろいろな御支援をさせていただくと
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いうことで、人材バンクを設置して支援しているところでございます。令和３年度に

つきましては２２名の方が、ＩＴパスポートとかＩＣＴ支援員の人材育成講座を受講

されて、認定した方々をバンクに登録させていただきました。今年度も人材育成講座

に取り組んでおり、約３０名の方が受講を終え人材バンクに登録させていただく予定

で今準備を進めているところでございますので、これで５０名以上。あと特別認定と

いう形で、今企業でいろいろな形でデジタル化を進めている方についても募集をしま

して、デジタル支援員として人材バンクに登録して、企業のＤＸ化を進めたいという

方も応募いただいて、その方を４～５名、特別認定の方で登録する予定にしておりま

す。そういう方々の名簿を、今私どものホームページにアップしておりまして、お名

前とかどういう分野で支援ができるかということにつきまして、掲載しているところ

でございます。それを各地域の方あるいは市町村、そして企業の方も御覧いただいて、

デジタル化を進めたくぜひ支援いただきたいなということがあれば、私どもにオファ

ーを頂きまして、この登録されている方々につなぎまして、ジョイントをして、支援

していただくというようなことで今取り組んでいるところでございます。そうした中

で誰一人取り残されないデジタルデバイド対策ということで、私どもが、スマホ体験

教室、高齢者の方々あるいは障がい者の方々に出前授業、県内１２カ所で今年度展開

しておりまして、今、延べで５９０名の方に受講をしていただいたということでござ

いまして、これも県からの委託事業、そして国の補助事業も活用して実施していると

ころでございます。アンケート調査などで受講された方々のお話を伺いますと、非常

に好評でございますので、今やはりスマホを使われたり、デジタル化を進めないと、

社会生活そのものが非常に不便だということもございますので、その辺は引き続き来

年度もやっていきたいと思っています。さきほどお話のありました小規模事業者の方

のＤＸをどうするのかという中で、さきほど担当部局からも確か一昨年の７月だと思

いますけども、とくしまＤＸ推進センターを設置しておりまして、その中で私どもと

連携しながら、やはり人材バンクに登録されている方に、企業に出向いてもらって、

デジタル化を進めていただくということで考えているところであります。委員のおっ

しゃるようにデジタル化も様々な程度がございますので、そこは各企業の皆様方のニ

ーズにあったような形で寄り添う形で支援ができればということで取り組んでいきた

いと思っております。以上でございます。 

 

＜委員＞ 

・本日の資料の方で災害対応、医療福祉の現場のデジタル化の推進状況をお示しいただ

きましてありがとうございました。今医療現場の方でもオンライン資格確認の義務化

をはじめ、急速なＤＸ化が進められております。しかし、徳島県内では、医師がひと

り、看護師さんがひとり、その看護師さんが事務も兼務するという診療所がたくさん

ございます。そして、その多くの診療所は医師の高齢化、また後継者問題などを抱え
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ております。その中で、なかなかデジタル化に進めないということが現状でございま

す。また、そういった医療機関の多くが地域に密着して、住民のかかりつけ医という

役割を担っております。今、もう高齢化でオンライン資格確認に対応していけない、

これを機に閉院をするという声が聞かれております。徳島県医師会としましても、そ

ういった地域で役割を担ってくださっている診療所の閉院がないようにデジタル化へ

の支援を進めていきたいと思っておりますが、徳島県全体としても支援の方をお願い

できたらと思っております。そして、さきほどのデジタル人材バンクの活用ですが、

診療所の方でも活用させていただけるような内容でございますでしょうか。以上でご

ざいます。 

 

＜保健福祉部＞ 

・今、委員の方からお話しいただいた、医療機関様、診療所様への支援ということにつ

いて、そういった要望があるということは承知いたしました。またどういった支援が

可能かどうか、検討させていただければと思います。以上です。 

 

＜委員＞ 

・デジタル人材バンクを、診療所の方でも活用できるでしょうか。 

 

＜ｅ－とくしま推進財団＞ 

・人材バンクについて御質問を頂きました。ありがとうございます。もちろんデジタル

化を進めるにあたっての人材バンクということで、デジタル支援員さんを御登録させ

ていただいておりますが、それぞれの専門性がある中で、どこまでその支援が可能か

という議論がございますけれども、基本的には幅広く御支援させていただければと考

えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

＜委員＞ 

・ありがとうございます。大変ありがたいです。 

 

＜委員＞ 

・働き手不足を補うためにも、また生産性を上げていくためにも、行政、経済、工業、

一次産業においてＤＸが不可欠と私は認識していますし、徳島県において着実に進め

られていることを、今日の会議を通じて実感しました。皆様お疲れ様です。ありがと

うございます。私から１点だけ御質問させてください。御質問というか、別添の資料

の方には詳しく描かれているのですが、目指す社会「全ての人に優しくスマートで持

続可能な社会」、これを目指すというのはとても重要だと思っている反面、冒頭勝野副

知事からもありましたが、２０５０年のカーボンニュートラルの実現というのは相当
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難しい課題だと私は思っています。徳島県においてもいろいろな取組をこれから計画

されているとお聞きしていますが、相当難しい課題に対して今後長いスパンでどのよ

うな取組を考えられているかお聞かせいただけると幸いです。 

 

＜危機管理環境部＞ 

・委員から、２０５０年カーボンニュートラルに向けての取組ということで御意見御指

摘を頂いております。２０５０年カーボンニュートラルは、国の目標として取り組ん

でいくことになっておりますし、県でも２０５０年カーボンゼロ宣言をしましたので、

取組を進めておりますが、まずは２０３０年の目標を掲げて、取り組んでいるところ

でございます。それで、２０５０年に向けて２０３０年度目標としては、温室効果ガ

ス排出をまずは５０％減らすと、それから自然エネルギーの電力自給率を徳島県で５

０％にするという目標の達成に向けて着実に取り組んでいるところでございます。２

０５０年カーボンニュートラル達成できるかどうかというのは実はまだ確信を持てて

いないところでございますが、これから新しい技術も出てまいりますし、世界でも取

組が進んでいきますので、まずは２０３０年の目標達成に向けて、頑張っていきたい

と思います。２０３０年の電力自給率５０％超という目標は、再エネの事業者さんが

いろいろ努力されておりますので、今のところ担当課としては達成できるのではない

かと考えております。私からは以上でございます。 

 

＜委員＞ 

・私自身も、２０５０年のカーボンニュートラルって相当難しいものだと思っているの

で、今、県にどのような考えがあるのかを聞かせていただきました。 

 

＜丸山会長＞ 

・個人的な感覚では、他県に比べて山や森があって水力発電もあってということで、か

なり有利な立場から出発しているような気がいたしております。 

 

＜委員＞ 

・私は、グラフィックデザイナーとして活動するとともに、徳島県よろず支援拠点のコ

ーディネーターとして中小企業の皆様からの御相談にもお答えしております。本日も

小規模事業者さんの話題がいくつか上がっておりましたが、私からは令和５年度のＤ

Ｘ施策のうち、大阪・関西万博に向けた徳島パビリオンの整備について質問をさせて

ください。まず１点目ですが、徳島パビリオンはメタバースを活用するとお聞きして

いるんですけれども、例えば製造業の方とか食品加工業とか、そういった中小企業さ

んとか小規模事業者さんも参加することができるでしょうか。 

・２点目ですが、もしできるとすればどのような準備をいつまでにすれば、どのような



12 

 

形で参加できるでしょうか。 

・次に３点目ですが、これはまた違う質問ですけれども、県内で個人若しくは小規模で

活動しているクリエイターの出番というのは、この万博に向けてあるでしょうか。以

上３点お答え頂ければと思います。 

 

＜政策創造部＞ 

・ただいま委員の方から万博のメタバースの活用について御質問いただきまして、あり

がとうございました。まず、大阪・関西万博の全体像、本県の取組について御紹介し

たいと思います。２０２５年大阪・関西万博まで、本日であと７５５日になっており

ます。徳島県は、関西広域連合の一員として参画することになっておりまして、委員

からさきほど御紹介ございました徳島パビリオンの出展を関西広域連合と共に行うこ

とになっております。また、県内につきましても、我々としましてはコンセプトとし

て、「万博は『ゲートウェイ』、徳島『まるごとパビリオン』」ということで徳島県全県

下をパビリオンというような形と見立てて、関西の地がゲートウェイであると、そこ

から全県展開ということで、徳島の方への新しい人の流れであったり、そういう技術

を発表する場であったりとか、そういう形で使っていって、徳島の全県下でまるごと

パビリオンとしていろいろなイベントだったりを展開していきたいと思っております。

また、さきほど７５５日と言いましたけれども、それにあたりましては機運醸成であ

ったり、魅力発信をこれからやっていこうという三本柱で基本計画を現在策定してい

るところでございます。また計画案につきましては、「大阪・関西万博」とくしま挙県

一致協議会でも議論を頂きまして、県内の各界の皆様からも御意見を頂きながら進め

ているところでございます。 

・それで、委員から御意見のございましたメタバースの中身につきましても、この基本

計画の中で書かれておりますけども、この計画の中では、市町村等の地域の企画を展

示していくというような内容を記載しているところでございます。２年後の本番に向

けて、この計画につきましては、さらに具現化を進めていく段階でございまして、こ

れからの徳島の魅力や強みというものをしっかりと発信していくとともに、これから

の展示コンテンツにつきましても、基本設計を通じ、まずやっていきたいと思ってお

ります。 

・県内事業者の皆様による御参画のあり方というのは、これから検討を全体として進め

ていく、そういう中でございますので、頂いた御意見にも意を用いながら進めていき

たいと思います。また、いろいろなクリエイターの方の出番ということも、県民が参

画し、県民が創る万博というところも、我々コンセプトに掲げておりますので、そう

いったいろいろなお考え、アイデアをお持ちの方が、この徳島を良くしていこうとい

う旗のもとに集まって、万博を創っていけたらと思っておりますので、引き続き御意

見、御提言をよろしくお願いしたいと思います。以上でございます。 
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＜委員＞ 

・今後も情報共有していただければと思います。よろしくお願いします。 

 

＜委員＞ 

・私の方からは２点質問をさせていただきます。デジタルデバイドの件で高齢者の方、

シルバー大学校ですとか、スマホ体験の話がありましたけれども、このスマホ体験を

する高齢者の方と、シルバー大学校でＩＣＴ講座を受講してゆくゆくは大学院を卒業

して小学生にプログラミングを教える、この２つのグループの間にギャップというの

をすごく感じます。スマホ体験はスマホの使い方なのではないかと思いますけれども、

もっと身近に生活の中にＩＣＴを取り入れたいと考えている高齢者の方に向けては、

どのようなプランがあるのかというのをお伺いしたいです。 

・２点目が県のホームページのウェブアクセシビリティ基準の準拠を掲げておりますけ

れども、当然ウェブアクセシビリティの準拠は大事ですけれども、県のウェブサイト、

コンテンツを見ておりますとコンテンツのわかりやすさ、文章の表現であるとか、ど

ちらかというとユーザビリティに少しムラがあるのではないかなというふうに感じて

おりまして、そこに対して何か今後の改善の計画があるかをお伺いしたいと思います。

以上２点です。 

 

＜ｅ－とくしま推進財団＞ 

・御質問ありがとうございます。デジタルデバイド対策ということで、当財団としまし

ては、高齢者の方々、障がい者の方々にスマホ体験教室ということで、具体的に申し

上げますと、電源の入れ方から最後はキャッシュレス決済まで幅広い６回の講座を行

っているところでございます。一方、シルバー大学校及び同大学院の方は、いろいろ

な方が生涯学びということで授業を受けられて、一定の資格をお取りになった方が、

学校等に行ってプログラミング教育を展開するといったことをされているとお聞きし

ているところでございます。その間にということで、このスマホ体験教室とかに参加

したくても参加できない方、参加したくても定員もございますので、これからの予定

でございますけれども、来年度から当財団としましては、スマホとか使っている方の

相談会のような事業を展開して、各地域の方に具体的な支援、特に携帯キャリアさん

とも連携しながら、県内２４市町村の中で携帯ショップがない市町村が１１あるわけ

ですが、そういうところを中心に、相談会事業などを展開できればと今考えていると

ころでございます。デジタルデバイド対策は非常に奥行きが広いと言いますか、裾野

が広いものですから、スマホ体験教室に御参加いただくこともございますけれども、

日々スマホ使っていて、わかりにくい、これを聞きたいという方は、キャリアが近く

にあれば、そのキャリアさんのところに行って御相談されるでしょうけれども、近く
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にない市町村の方々にはどうすればいいかという課題もございますので、そこに相談

会として出向いて行って、そういう事業を展開してデジタルデバイド対策を進めてい

きたいと今考えているところでございます。ぜひ御理解いただければと思っていると

ころでございます。 

 

＜事務局＞ 

・県ホームページのウェブユーザビリティに、改善の余地があるという御意見につきま

して、担当課に確認の上、後日回答させていただきます。 

※後日、以下のとおりメールにて回答。 

・事業のことを最もよく知る各職員が、受け手である県民の立場に立ってより分かり

やすい表現ができるよう、県ホームページを編集する職員に対してＣＭＳの操作方

法をはじめとした研修を毎年行っております。また、デザインやＳＮＳの活用に関

する研修やノウハウの共有を行うなど、今後も全庁を挙げて丁寧な情報発信に取り

組んで参ります。 

 

＜委員＞ 

・途中から聞いたのですみません。あとそれから他の方の発言と重なったら申し訳ござ

いません。いくつか感想と言いますか、お願いしたいことがありまして。まず１つ目

が、カーボンニュートラルの件について、日本ではあまり報道されていないんですが、

やはりＩＴを使うときに使う電力量は世界中で相当問題になっていまして、ドイツの

デジタル担当大臣なんかは、もうスマホで昼飯の写真なんか撮るなぐらいのことを言

っているので、これは難しいんじゃないかっていう話がありましたけれども、私も相

当これは気合を入れてやらないと世界各国についていけないと。ＤＸも関わってくる

んですけども、データセンターなんかのグリーン、そのカーボンニュートラルとか排

出量についても相当厳しく、アメリカとかヨーロッパも今言い始めていますので、そ

の辺ついていくような形にしないと難しいかなと思いますので。ぜひともこれは多分

２桁ぐらい感覚変えてやらないと、なかなか難しいかなと思います。進めていらっし

ゃることはよくわかるし、徳島県だけでもなかなかどうしようもないですけれども、

徳島県がこれだけやっているというふうにしていただきたいなと思いました。 

・それからローカル５Ｇの件やＷｉ－Ｆｉ、それからＧＩＧＡスクールの件も一緒にな

るんですけれども、私どうしてもやはり通信が専門なので通信になるんですが、有機

的に統合していかないと、多分それぞれが別々にうまく動いていっても、特に災害時

なんかで分断されてしまうと、５Ｇに繋がっているんだけどインターネットに出て行

かないとかですね、そういうことは相当起きるかなと思います。それで、これ実は今

メキシコからの会議ですけれど、メキシコの山奥でももう光ファイバー普通にいっぱ

い走っていて、日本が先進国だったのが、もう何年前の話だろうとなっているぐらい
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のところなので、ぜひとも災害時を含めて有機的に動けるようなネットワークの構築

を目指してほしいと思います。それで、特にＧＩＧＡスクールに関しては、端末の問

題がいろいろあるということは御存知だと思いますが、それだけではなくて、やはり

今先生方がそこでいろいろ工夫されているので、それから学校が普通に始まりました

ので、あまり問題が起きてはいないようには見えるんですけれども、やはり潜在的に、

一斉に使うとうまく繋がらないと、これは我々の問題、プロバイダーというか通信事

業者の問題でもあるんですけれども、通信事業者だけではどうしようもないところも

ありますので、通信のインフラ、これは災害時の話とも繋がりますので、ぜひともや

っていただきたいと思います。 

・それからあとデジタルデバイドに関しては、人材の問題の話もさきほどいろいろあり

ましたが、それだけではなくて、やはりこれも通信そのものなんですが、日本各地で

今まで光ファイバーを引けたんだけど、あるいはＡＤＳＬ引けたんだけれども、人口

が過疎化してしまうことで維持できなくなっているエリアがもう日本国内あちこちで

出てきています。それで、実際私そういうところを何件か見に行っていたりしますの

で、今後の加速化に向けて、私、小松島のケーブルテレビもやっていますけれど、や

はり世帯消滅が結構増えていますので、過疎化になっていって、インフラが維持でき

なくならないように。最後の１軒をどう見るかとか、そういうところもあるんですけ

れども、これ今から対策を打ってちょうどよいと思いますので、ぜひともお願いした

いと思います。以上になります。 

 

＜事務局＞ 

・デジタルとくしま推進課です。ローカル５Ｇ、ＧＩＧＡスクールや災害時の回線など

を有機的に統合するということで、回線の活用についてお話を頂きました。県におい

ても災害時、南海トラフ巨大地震を迎え撃つということで、災害時の回線の確保は非

常に重要であるという認識をしております。県の取組で紹介させていただきますと、

今５Ｇ、ローカル５Ｇの取組を進めておりますけれども、県のローカル５Ｇネットワ

ークとキャリアの５Ｇネットワークで、例えばアンテナを共有することによって、県

のローカル５Ｇとキャリアの５Ｇの複線化ということで、災害時における通信手段の

確保に資するような取組を進めております。県庁でありますと、災害対策本部が置か

れる県庁舎のフロアにローカル５Ｇ回線とキャリア５Ｇ回線の複線的なネットワーク

を張るということで進めております。また、医療関係で高速の１０ギガ回線を張るこ

とによって、さきほどＧＩＧＡスクールの利用の際に、光ファイバーが充分でないと

いうお話についても、県がこういった医療関係機関に高速のネットワークを張ること

によって、それ当然光ファイバー１本でなくて１回入りますと１０本、１００本とい

うことで幹線ができますので、こういった県の光ファイバー、特にへき地にあるよう

な小中学校まで届くようなネットワークの高速化の底上げにつながればと考えており
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まして、まずは県が先導して高速回線の取組も進めておるところでございます。以上

です。 

 

＜丸山会長＞ 

・私から質問ですが、動画もいっぱい配信されるようになると、委員が昔おっしゃって

いた地域ＩＸが必要なんでしょうか。 

 

＜委員＞ 

・さきほど私、その言葉を余りにも言い過ぎるので、あえて使わなかったんですけれど

も、今こそ実は必要になっていると思っています。他の国とかでＤＸを推進する上で

何が大事なのかって話を聞くと、いくつかあるんですが、皆さん言うのはやはり信頼

性なんですね。信頼性っていうのは、１つはその情報が漏れないようにするとか、い

わゆるセキュリティの面で、これはどんどんセキュリティ破る側の方がうまくなって

いる割には、我々の対策の方がなかなかうまくいかないんですが。やはり遠くに置け

ば置くほど、いわゆる人間としての信頼感がどうしても落ちちゃうわけですよね。今

でもガバメントクラウドの話なんかいろいろ出ても、本当に大丈夫ですかという話で、

徳島県内にデータがある方がやはり皆さんが信頼してＤＸを進められる部分もあるん

ですね。それを考えると、データセンターなんかにしても実は遠くにあるよりも県内

とか四国の同じ島の中にある方が。これは南海トラフ地震などを考えると、必ずしも

近くにあればいいわけじゃないですけど、やっぱりバックアップは遠くに置くんだけ

ど、普段使いは四国の上にあるという形の方がＤＸを推進する上でも、ＧＩＧＡスク

ールもそうだし、リモートワークもそうですけど、考えるとやはり地域ＩＸと言いま

すか、県内であるいは少なくとも四国内でトランジットが閉じるというのが理想的で

はあると思います。 

 

＜丸山会長＞ 

・わかりました。県庁の方にも検討してほしいと思います。 

 

＜丸山会長＞ 

・本日皆様から頂きました御意見、御提言は事務局で整理して私の方で最終調整させて

いただき、デジタルとくしま推進プランの推進に反映したいと思いますけれども、私

に一任していただけますでしょうか。 

 （「異議なし」と言う者あり。） 

・委員の皆様から本日頂いた御意見を踏まえ、デジタルとくしま推進プランの取組を積

極的に推進して参ります。また、プロジェクトの進捗につきましては、ＰＤＣＡを回

しながらしっかりと進めていきたいと思います。 
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・最後になりますが、これからも各委員御専門の視点から気になったこと、気づいたこ

とがございましたら、メーリングリストや事務局宛に御意見、御提言をお送りくださ

い。 

・本日はありがとうございました。 

 

（３）閉会 


